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神
宮
大
麻
・
暦
頒
布
始
祭

栃
木
県
神
社
庁
長

雄
琴
神
社
宮
司
　
黒
川 

正
邦

　

九
月
十
七
日
は
伊
勢
神
宮
の
大
麻
暦
頒
布
始
祭
で
す
。
神
宮
と
言
え
ば
、
大

宮
司
様
が
代
わ
ら
れ
た
と
神
社
新
報
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鷹
司
尚
武
様
か
ら
小
松
揮き
よ
ひ
さ

世
久
様
へ
と
な
り
ま
し
た
。
小
松
様
は
元
華
族
の

お
家
の
方
で
明
治
初
期
に
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
第
八
王
子
、
彰
仁
親
王
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
小
松
宮
家
は
輝
久
王
が
臣
籍
降
下
し
て
小
松
侯こ

う
し
ゃ
く爵
家
と
し
て

継
承
し
た
お
家
柄
の
人
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
神
宮
大
宮
司　

小
松
揮
世
久
様
よ
り
大
麻
頒
布
始
祭
の
ご
案
内
が
あ
り

ま
す
。
各
県
の
庁
長
・
支
部
長
代
表
者
・
特
別
表
彰
頒
布
優
良
者
・
参
事
の
四

名
が
参
列
し
ま
す
。
前
日
の
宵
に
は
大
宮
司
様
の
招
宴
が
あ
り
伊
勢
湾
の
ピ
カ

ピ
カ
の
魚
や
神
宮
御
料
酒
の
白
鷹
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
前
夜
祭

と
な
り
ま
す
。

　

明
け
て
十
七
日
、
朝
八
時
、
外
宮
と
内
宮
特
別
参
拝
。
早
朝
の
神
域
は
実
に

す
が
す
が
し
い
。
黒
や
ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
の
集
団
が
約
百
名
づ
つ
四
列
縦
隊
で
、

無
言
で
ザ
ッ
ク
、
ザ
ッ
ク
と
参
進
す
る
の
は
一
般
の
早
朝
参
拝
者
に
は
異
様
に

見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
外
宮
内
宮
と
も
統
理
・
総
長
に
合
わ
せ
御
垣
内
で

の
二
拝
二
拍
手
一
拝
の
礼
で
参
拝
し
ま
す
。

　

そ
ろ
え
た
拍
手
の
音
が
神
域
に
響
き
渡
り
ま
す
。
終
わ
り
て
神
楽
殿
休
憩
所

で
一
息
。
午
前
十
時
よ
り
殿
内
で
大
宮
司
祭
主
の
大
麻
暦
頒
布
始
祭
が
執
り
行

わ
れ
神
社
本
庁
よ
り
の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
大
麻
と
暦
は
大
宮
司
様
よ
り

統
理
へ
授
け
ら
れ
次
い
で
全
国
を
東
西
に
分
け
各
県
神
社
庁
長
へ
統
理
・
総
長

か
ら
授
与
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

午
後
は
神
宮
会
館
に
於
て
表
彰
式
と
頒
布
推
進
会
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
が
神
宮
で
の
大
麻
暦
頒
布
始
祭
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
祭
典
が
終
る
と
全

国
の
各
神
社
庁
・
各
支
部
へ
一
斉
に
送
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
神
社
庁

→
支
部
→
各
神
社
と
そ
れ
ぞ
れ
厳
重
に
大
麻
頒
布
始
祭
が
執
行
さ
れ
て
宮
司
や

氏
子
総
代
さ
ん
等
に
よ
っ
て
各
御
家
庭
へ
届
け
ら
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
神
宮
大
麻
の
歴
史
は
、
平
安
時
代
の
終
り
頃
か
ら
、
神
宮
と
人
び
と
の

間
を
取
り
持
つ
御お
ん
し師

と
呼
ば
れ
る
人
に
よ
っ
て
配
布
さ
れ
た
御お

は
ら
い
た
い
ま

祓
大
麻
が
起
源

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
遠
く
の
人
等
に
も
暦
や

伊
勢
土
産
と
一
緒
に
こ
の
御
祓
大
麻
が
頒
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
外
宮
の
御
師
だ
け
で
四
百
万
軒
以
上
、
内
宮
の
御
師
を
含
め

る
と
当
時
の
全
戸
数
の
九
割
が
神
宮
の
お
札
を
お
ま
つ
り
し
て
い
た
と
言
い
ま

す
。

　

明
治
に
入
る
と
御
師
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
に
神
宮
大
麻
が
神
宮

司
庁
で
奉
製
さ
れ
明
治
天
皇
の
思お

ぼ
し
め
し召
に
よ
り
「
全
国
に
天
照
大
御
神
の
御
神
徳

を
漏
る
る
事
無
く
落
つ
る
事
無
く
頒
ち
配
ら
ん
。」
と
し
て
頒
布
さ
れ
ま
す
。

当
初
は
府
県
庁
を
通
じ
て
頒
布
さ
れ
ま
し
た
が
大
正
時
代
ま
で
は
神
宮
奉
斎
会

か
ら
、
昭
和
に
入
る
と
全
国
神
職
会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
届
け
ら
れ
、
戦
後
は

神
社
本
庁
が
神
宮
司
庁
よ
り
委
託
を
受
け
て
都
道
府
県
神
社
庁
各
支
部
各
神
社

を
通
じ
て
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
八
万
の
神
社
は
神
宮
を
本ほ
ん
そ
う宗
と
仰
ぐ
神
社
本
庁
に
包
括
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
麻
頒
布
は
そ
の
本
宗
奉
賛
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。

神
職
・
氏
子
総
代
さ
ん
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
年
末
に
な
る
と
神
職
や
氏
子
総
代
の
方
が
御
家
庭
に
神
宮
大
麻
と
氏

神
様
の
お
札
を
お
届
け
に
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
御
神
札
を
受
け
、
新
年
を
迎
え
神
様
の
御
加
護
を
い
た
だ
き
一
年
の

無
事
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年
度  

各
社
の
正
式
参
拝

各
社
の
正
式
参
拝

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 28 年
７ 〃 〃 〃 〃 ６ 〃 〃 〃 〃 〃 ５ 〃 〃 〃 ４ 月
23 24 22 18 17 ６ 〃 25 23 22 11 ８ 20 11 ５ ４ 日
神
宮
（
内
宮
）

神
宮
（
内
宮
）

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

　
　
　
　
　
　
【
山
梨
県
】

神
宮
（
内
宮
）

神
宮
（
外
宮
）

秋
葉
山
本
宮
秋
葉
社

　
　
　
　
　
　
【
静
岡
県
】

出
雲
大
社
【
島
根
県
】

髙
瀬
神
社
【
富
山
県
】

三
嶋
大
社
【
静
岡
県
】

嚴
島
神
社
【
広
島
県
】

出
雲
大
社
【
島
根
県
】

鹿
島
神
宮
【
茨
城
県
】

古
峯
神
社
【
栃
木
県
】

宗
像
大
社
【
福
岡
県
】

鹿
島
神
宮
【
茨
城
県
】

香
取
神
宮
【
千
葉
県
】

正
式
参
拝
神
社

二
荒
山
神
社
旧
神
領
初
詣
講

藤
管
工
株
式
会
社

栃
木
県
神
社
庁
北
那
須
支
部

高
橋
栄
男
・
小
金
幹
典

高
橋
栄
男
・
小
金
幹
典

南
那
須
氏
子
総
代
会

古
峰
神
社
平
第
一
講
中

今
宮
神
社
氏
子
総
代
会

落
合
地
区
氏
子
総
代
会

清
原
地
区
神
社
総
代
会

浅
間
神
社
出
雲
大
社
の
旅

鹿
嶋
神
社
総
代
会

栃
木
県
神
社
庁

今
宮
神
社
月
参
り
講
中

下
野
氏
子
総
代
睦
会

下
野
氏
子
総
代
睦
会

参 

拝 

団 

体 

名 

21 13 35 ２ ２ 240 11 30 20 65 43 25 10 ６ 60 60 人数

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 28 年
〃 〃 10 〃 〃 〃 〃 〃 ９ 〃 ８ 〃 〃 〃 月
５ ４ １ 27 17 11 ９ ４ ３ 31 20 27 〃 26 日
一
之
宮
貫
前
神
社

　
　
　
　
　
　
【
群
馬
県
】

榛
名
神
社
【
群
馬
県
】

宇
都
宮
二
荒
山
神
社

　
　
　
　
　
　
　
【
栃
木
県
】

志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社　

　
　
　
　
　
　
【
宮
城
県
】

大
杉
神
社
【
茨
城
県
】

神
宮
（
内
宮
）

熊
野
神
社
【
山
形
県
】

神
明
宮
【
栃
木
県
】

三
峯
神
社
【
埼
玉
県
】

明
治
神
宮
【
東
京
都
】

竹
駒
神
社
【
宮
城
県
】

神
宮
（
内
宮
）

諏
訪
大
社
上
社
本
宮

　
　
　
　
　
　
【
長
野
県
】

武
田
神
社
【
山
梨
県
】

正
式
参
拝
神
社

栃
木
県
神
社
庁
下
都
賀
支
部

栃
木
県
神
社
庁
下
都
賀
支
部

全
国
氏
青
協　

関
東
地
区
連
絡
協
議
会

黒
磯
神
社
大
世
話
人
会

八
坂
神
社
総
代
会

塙
田
睦
会

栃
木
県
神
社
庁
総
代
会

北
那
須
支
部
第
二
支
会

栃
木
県
神
社

氏
子
青
年
連
合
会

愛
宕
神
社
氏
子
総
代
会

鷺
宮
神
社
氏
子
総
代
会

栃
木
県
神
社
庁

八
幡
台
認
定
こ
ど
も
園

二
荒
山
神
社

磐
裂
根
裂
管
内
神
社

磐
裂
根
裂
管
内
神
社

参 

拝 

団 

体 

名 

70 70 100 20 25 16 40 40 22 48 30 ８ 80 80 人数
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〃 〃 〃 〃 〃 〃 29 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 28 年
〃 〃 ３ 〃 ２ 〃 １ 〃 11 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 月
27 20 14 20 ９ 20 19 10 ６ 30 29 〃 26 22 20 18 〃 16 ６ 日
安
房
神
社
【
千
葉
県
】

神
田
神
社
【
東
京
都
】

諏
訪
大
社
上
社
本
宮

　
　
　
　
　
　
【
長
野
県
】

神
宮
（
内
宮
）

神
宮
（
内
宮
）

神
宮
（
内
宮
）

神
宮
（
内
宮
）

靖
國
神
社
【
東
京
都
】

白
山
比
咩
神
社
【
石
川
県
】

三
峯
神
社
【
埼
玉
県
】

神
宮
（
内
宮
）

神
社
本
庁
神
殿【
東
京
都
】

明
治
神
宮
【
東
京
都
】

鹿
島
神
宮
【
茨
城
県
】

神
宮
（
外
宮
）

彌
彦
神
社
【
新
潟
県
】

竹
駒
神
社
【
宮
城
県
】

三
嶋
大
社
【
静
岡
県
】

東
京
大
神
宮
【
東
京
都
】

正
式
参
拝
神
社

浅
間
神
社

栃
木
県
神
社
庁
役
職
員

富
屋
地
区
氏
子
総
代
会

湧
釜
神
社
氏
子
総
代
会

芳
賀
政
友
会

島
田
嘉
内
他
一
名

栃
木
県
建
設
業
協
会
烏
山
支
部

加
蘇
戦
歿
英
霊
奉
賛
会

沼
鉾
神
社
氏
子
崇
敬
者

桑
中
三
峰
講

男
体
山
登
拝
講
壬
生
講

馬
頭
地
区
総
代
会

馬
頭
地
区
総
代
会

加
蘇
地
区
神
社
総
代
会

長
竹
治
他
一
名

栃
木
県
神
社
庁
芳
賀
支
部

栃
木
県
神
社
庁
芳
賀
支
部

日
枝
・
熊
野
神
社
総
代
会

朝
日
森
敬
神
婦
人
会

参 

拝 

団 

体 

名 

10 17 16 ９ ７ ２ 15 22 30 13 25 40 40 20 ２ 85 85 20 35 人数

都県別　正式参拝件数

0 2 4 6 8 10 12

神宮,12
東京都,5

茨城県,4
栃木県,3
静岡県,3

千葉県,2
埼玉県,2
宮城県,2
長野県,2
山梨県,2
群馬県,2
島根県,2

山形県,1
福岡県,1
新潟県,1
広島県,1
富山県,1
石川県,1

※栃木県神社庁申請による正式参拝
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大
麻
頒
布
に
関
す
る
姿
勢
は
四
つ
の
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
と
に
か
く
配
る
！
」
の
姿
勢
で
す
。（
神
宮
大
麻
と
簡
易
神
棚
）

い　
　
　

つ　

祈
願
受
付
時
・
地
鎮
祭
・
家
祓
い
申
し
込
み
電
話
口
・
社
務
所

ど　

こ　

で　

応
対
時
す
べ
て

だ　

れ　

に　

家
祈
祷
に
行
っ
て
い
る
家
以
外
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
（
家
祈
祷
（
や
ぎ
と
う
）：
富
山
で
は
毎
年
神
棚
が
奉
齋
し
て
い

　
　
　
　
　
　

る
家
に
神
職
が
赴
き
祈
祷
を
し
て
い
る
）

何　
　
　

を　

大
麻
と
簡
易
神
棚

　

栃
木
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
、
平
成
二
十
八
年
度
国
内
宗
教
視
察
は
北
陸
、

富
山
・
石
川
へ
三
月
二
十
一
日
よ
り
二
泊
三
日
の
日
程
、
小
幡
教
化
委
員
長
を

は
じ
め
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
富
山
の
研
修
に
お
い
て
は
昨
年
神
社
庁
で
行
わ
れ
た
教
養
研
修
会
に
て

富
山
県
神
社
庁
の
教
化
委
員
長
に
ご
来
県
い
た
だ
き
、県
内
で
の
研
修
を
受
け
、

実
際
に
富
山
県
に
赴
き
神
宮
大
麻
の
頒
布
率
が
全
国
一
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
で
は
二
社
に
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
磯
正
八

幡
宮
、
高
瀬
神
社
で
は
各
々
一
時
間
程
度
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

有
磯
正
八
幡
宮　

正
式
参
拝
の
の
ち
上
田
宮
司
よ
り
「
神
宮
大
麻
の
頒
布
に
関
し
て
」
と
題

し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

富
山
県
の
現
況
は
世
帯
数
三
九
〇
、
七
八
六
件
・
大
麻
頒
布

二
一
〇
、四
四
〇
と
群
を
抜
い
て
全
国
一
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
由
に
つ

い
て
は
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
と
前
置
き
し
た
の
ち
、
こ

こ
は
真
宗
王
国
で
彫
刻
や
仏
具
屋
さ
ん
が
多
い
、
農
村
漁
村
部
で
の
頒
布

率
が
高
い
、
神
職
が
互
い
の
氏
子
地
域
を
尊
重
し
て
い
る
、
自
然
環
境
が

厳
し
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
磯
正
八
幡
宮
で
は
世
帯
数
一
〇
、五
一
〇
件
・
大
麻
頒
布
五
、二
一
一
体

で
約
五
十
％
の
頒
布
率
で
す
。

神
宮
大
麻
と
氏
神
の
お
札
を
セ
ッ
ト
で
頒
布
、
新
嘗
祭
時
に
頒
布
始
祭
を

斎
行
し
て
い
ま
す
。

国

内

宗

教

視

察

国

内

宗

教

視

察
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二
つ
目
は
社
頭
講
話
で
す
。

高
田
薬
師
寺
元
菅
主
の
言
葉
を
引
用
し

「
近
い
先
祖
は
仏
壇
に
、
遠
い
先
祖
は
氏
神
様
に
」

「
神
棚
に
遠
い
先
祖
と
皇
室
の
御
先
祖
」

三
つ
目
は
神
宮
へ
の
お
供
え
で
す
。

神
宮
へ
、国
民
斉
し
く
初
穂
を
お
供
え
す
る
そ
の
印
と
し
て
お
札
（
神
宮
大
麻
）

を
受
け
る
。

四
つ
目
は
神
饌
田
事
業
（
イ
セ
ヒ
カ
リ
）
で
す
。

御
田
植
、
抜
穂
祭
、
し
め
縄
づ
く
り

神
饌
田
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
は
神
宮
や
各
社
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。

特
に
し
め
縄
づ
く
り
は
人
気
が
あ
り
、
多
く
の
若
い
家
庭
が
興
味
を
以
て
参
加

し
て
い
る
。

越
中
一
の
宮
高
瀬
神
社

正
式
参
拝
の
の
ち
参
集
殿
に
移
動
し
て
藤
井
権
宮
司
よ
り
富
山
県
神
社
庁
神
宮

大
麻
頒
布
対
策
委
員
会
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

対
策
委
員
会
は
平
成
二
十
二
年
度
に
設
置
さ
れ
六
年
間
の
主
な
施
策
は
次
の
通

り
で
す
。

● 

具
体
的
に
は
神
棚
の
な
い
家
庭
に
設
置
を
促
す
方
策
で
は

一
、
地
鎮
祭
等
に
て
簡
易
神
棚
の
頒
布

二
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
へ
の
神
棚
陳
列

三
、
頒
布
率
調
査

四
、
建
築
業
者
対
象
の
講
習
会
（
地
鎮
祭
や
神
棚
奉
斎
に
つ
い
て
）

● 

神
棚
へ
の
お
参
り
を
定
着
さ
せ
る
方
策
で
は

　

一
、
神
棚
拝
詞
の
作
成

　

二
、
頒
布
従
事
者
へ
の
手
引
き
作
成

● 

神
社
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
方
策
で
は

　

一
、「
雅　

音
楽
祭
」
の
開
催
協
力

　

二
、
神
社
へ
行
こ
う
（
神
社
一
日
体
験
）
の
共
催

● 

神
宮
大
麻
を
奉
斎
す
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
家
庭
祭
祀
を
継
承
し
て
も

ら
う
方
策
で
は

一
、
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
神
棚
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成

二
、
神
宮
大
麻
奉
斎
の
C
M
や
促
進
看
板
の
斡
旋

三
、
お
正
月
の
迎
え
方
D
V
D
作
成

な
ど
六
か
年
で
様
々
な
事
業
を
展
開
し
二
十
九
年
度
は
教
化
委
員
会
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
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ま
と
め

以
上
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り

す
べ
て
の
教
化
事
業
が
神
社
参
拝
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

•
新
聞
記
事
や
T
V
放
送
な
ど
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
は
広
告
費
用
と
と

ら
え
れ
ば
よ
い
。

　

身
近
な
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
や
タ
ウ
ン
誌
な
ど
の
活
用

　

頒
布
従
事
者
に「
委
嘱
状
」を
交
付
す
る
取
り
組
み
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

　

何
よ
り
も「
と
に
か
く
配
る
！
」が
意
気
込
み
が
最
後
ま
で
印
象
に
残
っ
た
。

　

施
策
は
神
社
庁
主
導
で
あ
り
本
年
度
よ
り
教
化
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
た
。

上
田
宮
司
や
藤
井
権
宮
司
に
は
素
晴
ら
し
い
ご
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
生
か
せ
る
よ
う
日
々
努
力
す
る
と
と
も
に
、
栃
木
県
神
社
庁
教
化
委
員
会

と
し
て
も
何
ら
か
の
方
策
を
打
っ
て
い
け
る
よ
う
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日ひ

え枝
神
社

ご
祭
神
は
大
山
咋
神
・
大
己
貴
神
を
祀
る
。
富
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で

す
。
五
月
三
十
日
か
ら
六
月
二
日
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
で
は
約
二
十
万
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
う
盛
大
な
祭
り
で
あ
り
、
歴
代
藩
主
佐
々
成
政
、
富
山
前
田
家
の

崇
敬
が
厚
い
神
社
で
あ
っ
た
。

有あ
り
そ
し
ょ
う

磯
正
八
幡
宮
（
正
式
参
拝
）

ご
祭
神
は
有
磯
神
。

国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
本
殿
幣
殿
拝
殿
、
北
陸
特
有
の
気
候
風
土
に

適
し
、
ま
た
日
本
海
の
荒
波
を
表
現
し
て
造
営
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
八
棟
造
の

ご
社
殿
は
有
磯
造
と
称
さ
れ
て
い
る
。

越
中
一
の
宮 

高た
か
せ瀬

神
社
（
正
式
参
拝
）

北
陸
諸
国
の
国
づ
く
り
を
な
さ
れ
た
ご
祭
神
大
国
主
命
を
祀
り
、
ご
鎮
座
は
景

行
天
皇
の
御
代
と
い
わ
れ
、
太
古
悠
遠
で
あ
る
。

尾お
や
ま山

神
社

加
賀
藩
祖
前
田
利
家
公
と
正
室
お
松
の
方
を
祀
る
。

今
で
は
金
沢
市
の
総
社
的
神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
市
民
の
心
の
故
郷
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
。

尾お
ざ
き崎

神
社

天
照
大
神
、東
照
大
権
現
（
徳
川
家
康
）、加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
を
祀
る
。

朱
塗
り
の
社
殿
に
は
徳
川
家
康
の
紋
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
金
沢
城
の
江
戸
、
北尾山神社

日枝神社

••••
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陸
の
日
光
と
呼
ば
れ
崇
め
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
流

行
し
た
藩
祖
を
祀
っ
た
神
社
の
ひ
と
つ
。
別
名
を
金
沢
東
照
宮
と
い
う
。

石い
し
う
ら浦

神
社

金
沢
最
古
の
宮
と
し
て
、
三
輪
神
社
を
号
し
、
奈
良
時
代
に
は
神
仏
習
合
と
な

り
石
浦
山
慈
光
院
長
谷
寺
と
改
め
江
戸
時
代
に
は
石
浦
山
王
、
石
浦
大
権
現
、

明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
石
浦
郷
の
地
名
を
と
り
石
浦
神
社
と
改
称
し
た
。

金か
な
ざ
わ沢

神
社

加
賀
藩
十
一
代
藩
主
前
田
治は
る
な
が脩

が
寛
政
六
年
に
、
兼
六
園
の
現
在
の
梅
林
の
地

に
藩
校
明
倫
堂
を
建
て
ら
れ
、
学
問
の
神
で
あ
り
前
田
家
の
先
祖
で
も
あ
る
菅

原
道
真
公
の
御
舎
利
を
奉
斎
す
る
神
社
。

加
賀
一
の
宮 

白し
ら
や
ま
ひ
め

山
比
咩
神
社

石
川
県
白
山
市
三
宮
町
に
あ
る
神
社
。
式
内
社
、
加
賀
一
の
宮
。
旧
社
格
は
国

幣
中
社　

全
国
に
二
、〇
〇
〇
社
以
上
あ
る
白
山
神
社
の
総
本
社
で
あ
る
。

安あ
た
か
す
み
よ
し

宅
住
吉
神
社

石
川
県
小
松
市
安
宅
町
、
日
本
海
沿
岸
に
鎮
座
す
る
。
境
内
に
安
宅
の
関
址
が

あ
り
、「
安
宅
」「
勧
進
帳
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
伝
承
か
ら
全
国
で
も
珍
し

い
、
難
関
突
破
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

菅す
ご
う
い
し
べ

生
石
部
神
社

石
川
県
加
賀
市
式
内
社
、加
賀
国
二
の
宮
で
、旧
社
格
は
国
幣
小
社
。祭
神
は「
菅

生
石
部
神
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
天
津
日
高
日
子
穗
穗
出
見
命
、
豐
玉
毘

賣
命
、
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
三
柱
の
総
称
と
し
て
い
る
。
毎
年
二
月
十
日
の
例

祭
で
は
、「
竹
わ
り
ま
つ
り
」
の
異
名
を
持
つ
御ご
ん
が
ん
し
ん
じ

願
神
事
が
行
わ
れ
る
。
御
願

神
事
は
一
九
八
七
年
に
石
川
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
る
。

射い
み
ず水

神
社

富
山
県
高
岡
市
の
高
岡
古
城
公
園
内
に
あ
る
神
社
。
越
中
一
の
宮
。
旧
社
格
は

国
幣
中
社
。
神
紋
は
祭
神
の
瓊
瓊
杵
尊
に
ち
な
み
「
稲
穂
」。

（
那
須
烏
山
市　

愛
宕
神
社　

宮
司　

滝
口
貴
史
）白山比咩神社
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平
成
十
年
六
月
よ
り
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
那
須
御
用
邸

勤
労
奉
仕
」
を
、
六
月
二
十
三
日
に
行
い
ま
し
た
。
教
化
委
員
会
、
青
年
神
職

む
す
び
会
、
女
子
神
職
会
、
鹿
沼
今
宮
神
社
青
年
会
、
太
平
山
神
社
敬
神
会
三

光
会
青
年
部
、
二
荒
山
神
社
男
体
山
登
拝
講
社
青
年
部
、
宇
都
宮
二
荒
山
神
社

氏
子
青
年
会
、
県
内
神
職
、
県
神
社
庁
事
務
局
、
神
社
関
係
者
総
勢
三
十
名
に

て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

那
須
御
用
邸
は
、
約
六
百
三
十
三
万
平
米
（
東
京
ド
ー
ム
約
百
三
十
五
個
）

も
の
敷
地
を
有
し
て
お
り
、
皇
室
の
皆
様
の
夏
季
の
御
静
養
の
為
の
別
荘
で
す
。

天
皇
陛
下
が
御
静
養
さ
れ
る
本
邸
は
大
正
十
五
年
、
皇
太
子
殿
下
が
御
静
養
さ

せ
る
附
属
邸
は
昭
和
十
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
那
須
の
心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が
ら
の
ご
奉
仕
と

な
り
ま
し
た
。
附
属
邸
周
辺
の
林
道
を
は
じ
め
、
正
門
ま
で
の
本
邸
前
庭
の
除

草
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

奉
仕
作
業
の
後
、
御
用
邸
職
員
の
案
内
の
も
と
、
邸
内
の
森
を
散
策
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
天
皇
が
植
え
ら
れ
た
松
の
木
を
見
学
し
、
本
邸
三
階

の
展
望
室
か
ら
は
、
今
ほ
ど
木
が
大
き
く
な
か
っ
た
頃
は
、
那
須
岳
を
は
じ
め

　　
那
須
御
用
邸
勤
労
奉
仕
　

那
須
御
用
邸
勤
労
奉
仕
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富
士
山
ま
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

か
つ
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
っ
た
場
所
で
現
在
は
湿
地
に
な
っ
て
い
る
遊
歩
道

な
ど
、
陛
下
が
お
歩
き
に
な
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
道
を
歩
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

皇
宮
護
衛
官
那
須
御
用
邸
派
出
所
の
警
察
官
に
見
送
ら
れ
、
御
用
邸
を
後
に

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
足
利
市　

八
雲
神
社　

禰
宜　

櫻
木
理
史
）
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五
月
十
六
日
、
栃
木
県
青
年
神
職
む
す
び
会
と
栃
木
県
神
社
庁
教
化
委
員
会

が
共
同
主
催
で
行
う
『
御
田
植
祭
』
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
神
職
ら
約

二
十
五
名
に
て
那
須
烏
山
市
志
鳥
に
あ
る
御
神
田
に
て
イ
セ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
植

え
、
秋
に
収
穫
を
し
て
伊
勢
の
神
宮
に
奉
納
し
ま
す
。
栃
木
県
青
年
神
職
む
す

び
会
が
始
め
て
か
ら
今
年
で
十
六
年
目
と
い
う
永
き
に
わ
た
り
恒
例
と
な
り
ま

し
た
こ
の
行
事
は
、
神
田
主
で
あ
ら
れ
る
滝
口
良
一
様
の
ご
協
力
の
下
、
日
本

人
に
と
っ
て
大
事
な
お
米
を
作
る
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
の
大
事
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
神
田
前
に
舗
設
さ
れ
た
斎
庭
に
て
神
事
が
斎
行
さ
れ
、
斎
主
・
祭

員
に
よ
る
御
田
植
の
儀
な
ど
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
後
は
、
参
加

者
に
よ
り
手
で
直
接
植
え
る
稲
の
苗
の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
神
田
に
て
お
田
植

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お
米
、
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に

食
べ
て
い
ま
す
が
、
食
物
の
恵
み
と
そ
れ
を
育
て
て
下
さ
る
農
家
さ
ん
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
む
す
び
会
会
員
・
教
化

委
員
会
委
員
が
真
心
を
込
め
て
植
え
た
稲

穂
が
、
御
日
様
・
御
土
様
・
御
水
様
の
良

き
恵
み
を
受
け
て
健
や
か
に
生
育
し
、
た

わ
わ
に
実
っ
た
稲
を
刈
り
取
る
秋
の
『
抜

穂
祭
』
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

（
佐
野
市　

賀
茂
別
雷
神
社

禰
宜　

毛
利
晴
喜
）

御
田
植
祭

御
田
植
祭
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八
月
四
日
、神
社
庁
教
化
委
員
会
は
八
月
十
一
日
の
国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」

の
啓
発
と
国
旗
掲
揚
推
進
活
動
を
日
光
二
荒
山
神
社
中
宮
祠
に
お
い
て
行
い
ま

し
た
。当
日
は
男
体
山
の
頂
上
が
美
し
く
見
え
る
晴
天
に
恵
ま
れ
、辺
り
は
清
々

し
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
男
体
山
を
す
で
に
登
拝
し
、
山
頂
で
御
来

光
を
拝
み
下
山
し
て
き
た
り
、
こ
れ
か
ら
山
頂
を
目
指
す
方
々
が
中
宮
祠
に
て

参
拝
し
、
境
内
は
常
に
登
山
の
人
々
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
我
々
は
、「
山
の
日
チ
ラ
シ
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と
「
国
旗
掲

揚
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
配
付
し
、
山
の
日
の
啓
発
活
動
と
祝
日
に
国
旗
を
掲

揚
し
て
頂
け
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
「
山
の
日
」
は
“
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
恩
恵
に
感
謝
す
る
〟
を
趣
旨

と
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
と
文
化
に
結
び
つ
い
た
山
の
恵
み
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
美
し
く
豊
か

な
自
然
を
守
り
・
育
て
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。

　
「
山
の
日
」
制
定
に
あ
た

り
多
大
な
尽
力
を
し
た
本

県
出
身
の
船
村
徹
先
生
は

塩
谷
郡
塩
谷
町
出
身
で
す
。

美
し
い
山
々
の
景
色
を
見

て
育
っ
た
船
村
先
生
は
、

山
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
恩

恵
や
自
然
の
大
切
さ
を
幼

い
こ
ろ
か
ら
肌
身
で
感
じ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

栃
木
県
に
は
、
山
間
部
・
平
野
部
共
に
山
岳
信
仰
を
由
来
と
す
る
神
社
が
、

各
地
に
数
多
く
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
古
来
よ
り
、
自
然
豊
か
な
山
々
か
ら
育
ま

れ
る
清
き
水
の
流
れ
を
、山
の
神
様
の
恵
み
と
し
て
感
謝
し
敬
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
山
の
日
」
制
定
を
機
会
と
し
て
、
先
人
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
、
私

た
ち
が
責
任
を
持
っ
て
次
世
代
に
伝
え
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

（
真
岡
市　

長
沼
八
幡
宮　

禰
宜　

野
澤
功
嗣
）

山

の

日

山

の

日
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世
界
文
化
遺
産

　
　『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
副
主
幹

　
篠
原
祐
一

大

前

神

社

権

禰

宜
　
　
　
　
　

社
沖
津
宮
遙よ
う

拝は
い

所じ
ょ

、
宗
像
大
社
中な
か

津つ

宮み
や

、
宗
像
大
社
辺へ

津つ

宮み
や

、
新し
ん

原ば
る

・
奴ぬ

山や
ま

古
墳
群
を
加
え
た
八
つ
の
構
成
資
産
の

満
額
回
答
で
し
た
。
こ
れ
は
、
前
日
の

会
議
が
長
引
き
、
８
日
の
最
終
議
題
で

あ
っ
た
「
宗
像
沖
ノ
島
」
が
、
翌
日
に

持
ち
越
さ
れ
た
為
、
関
係
者
が
ロ
ビ
ー

外
交
を
更
に
推
し
進
め
た
結
果
で
も
あ

る
の
で
す
。
福
岡
県
の
世
界
遺
産
登
録

推
進
室
宗
像
沖
ノ
島
遺
産
係
の
担
当
者

に
聞
く
と
「
直
前
ま
で
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
、
緊
張

し
た
状
況
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

●　

●　

●　

●

　

世
界
遺
産
登
録
に
至
る
道
の
り
は
、

長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
組
織
づ
く

り
、
学
術
的
な
検
証
、
世
界
へ
向
け
て

の
発
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
の

中
で
、「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

の
名
称
に
、よ
り
性
格
を
強
調
し
た『
神

宿
る
島
』
が
付
加
さ
れ
ま
し
た
。

●　

●　

●　

●

　

ユ
ネ
ス
コ
へ
申
請
し
た
資
産
の
概
要

は
次
の
通
り
で
す
。

一　

沖
ノ
島
に
は
４
世
紀
か
ら
９

世
紀
わ
た
る
古
代
祭
祀
の
変
遷

を
示
す
考
古
遺
跡
が
、
ほ
ぼ
手
つ

か
ず
の
状
態
で
現
代
ま
で
残
さ

れ
て
き
た
こ
と
。

二　

沖
津
宮
・
中
津
宮
・
辺
津
宮
に

は
古
代
祭
祀
遺
跡
が
あ
り
、
こ
の

三
つ
の
場
は
、
宗
像
大
社
と
い
う

信
仰
の
場
と
し
て
現
在
ま
で
続

く
こ
と
。

三　

18
世
紀
ま
で
に
成
立
し
た
沖

津
宮
遙
拝
所
は
、
沖
ノ
島
を
遥
拝

す
る
信
仰
拠
点
で
あ
る
こ
と
。

四　

当
該
信
仰
を
担
い
育
ん
だ
古

代
豪
族
宗
像
氏
の
存
在
を
物
語

る
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
資
産
が

あ
る
こ
と
。

　

我
が
国
固
有
の
信
仰
は
、
綿
々
と
続

く
物
証
を
有
す
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●

　

宗
像
大
社
は
三
柱
の
女
神
を
お
ま
つ

り
し
て
い
ま
す
。『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
に
差
異
は
あ
り
ま
す
が
、
天
あ
ま
の

誓う
け

約い

で
天
照
大
神
が
素
戔
嗚
尊
か
ら
受
け
た

十と

握つ
か
の

剣つ
る
ぎを
三
段
に
折
り
、
噛
ん
だ
息

　

平
成
29
年
７
月
９
日
17
時
47
分
（
現

地
時
間
10
時
47
分
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ

（
国
際
教
育
科
学
文
化
機
構
）
の
第
41

回
世
界
遺
産
委
員
会
で
、
議
長
が
叩
く

木
槌
の
音
の
後
、資
産
名「『
神か
み

宿や
ど

る
島
』

宗む
な

像か
た

・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
を
世

界
文
化
遺
産
一
覧
表
へ
記
載
さ
れ
る
こ

と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
神
道
文
化
が
単
独
で
世
界

遺
産
と
し
て
、
認
め
ら
れ
た
瞬
間
で
も

あ
り
ま
し
た
（
註
一
）。

●　

●　

●　

●

　

構
成
資
産
は
、５
月
に
イ
コ
モ
ス（
国

際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
が
勧
告
し
た
沖

ノ
島(

宗
像
大
社
沖お
き

津つ

宮み
や)

、
小こ

屋や

島じ
ま

、

御み

門か
ど

柱ば
し
ら、
天て
ん

狗ぐ

岩い
わ

の
４
資
産
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
政
府
の
申
請
し
た
宗
像
大

宗像沖ノ島全景 (平成 22年撮影 )

（
註
一
）
こ
れ
ま
で
「
古
都
京
都
の
文
化
財
」
の
中
の
賀
茂
別
雷
神
社･

賀
茂
御
祖
神
社
、
厳
島
神
社
、
古
都
奈
良
の
文
化
財
（
春
日
大
社
）、
日
光
の
社
（
二
荒
山
神
社
・
東
照
宮
）、
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
（
吉
野
水
分
神
社
・
金
峰
神
社
・
吉
水
神
社
・
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・

熊
野
那
智
大
社
・
丹
生
都
比
売
神
社
・
丹
生
官
省
符
神
社
）、
富
士
山
（
富
士
山
本
浅
間
大
社･

山
宮
浅
間
神
社
・
村
山
浅
間
神
社
・
須
山
浅
間
神
社
・
冨
士
浅
間
神
社
・
河
口
浅
間
神
社
・
冨
士
御
室
浅
間
神
社
）
が
あ
り
ま
す
が
、
古
代
祭
祀
か
ら
の
神
道
文
化
単
独
認
定
と
し
て
は
画
期
的
で
す
。
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漸よ
う
やく
辿た
ど

り
着
い
た
孤
高
の
島
は
、
屹き
つ

立り
つ

し
御み

稜い

威つ

を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
波
止
場
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
鈴
な

り
と
な
っ
て
竿
を
出
す
釣
り
人
の
姿
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
沖
ノ
島
は
宗

像
大
社
の
所
有
地
で
す
が
、
港
は
国
際

緊
急
避
難
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
島
の
地
面
に
上
陸
し
な
け
れ
ば

可
と
い
う
こ
と
。
神
職
が
只
一
人
お
守

り
す
る
神
秘
の
島
の
入
口
は
、
喧
噪
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
確
信
犯

の
不
心
得
者
が
禁
を
犯
す
と
予
想
さ

れ
、
一
般
の
上
陸
全
面
禁
止
の
措
置
は

英
断
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

●　

●　

●　

●

　

波
止
場
に
着
岸
す
る
と
神
職
が
出
迎

え
、社
務
所
に
通
さ
れ
ま
す
（
註
二
）。
そ
の
後
、

島
で
唯
一
の
砂
浜
に
向
か
い
、
全
員
裸

に
な
っ
て
海
中
禊
ぎ
を
行
い
ま
す
。
禊

ぎ
の
あ
と
は
、
浜
と
そ
そ
り
立
つ
岩
と

の
間
に
あ
る
、
こ
れ
も
ま
た
島
で
唯
一

の
泉
で
海
水
を
洗
い
流
し
ま
す
。
以
前

は
、
そ
こ
に
三
笠
宮
殿
下
渡
拝
の
折
、

海
中
禊
ぎ
後
、
御
利
用
に
な
っ
た
セ
メ

ン
ト
の
小
屋
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
ま
し

た（
註
三
）。
服
を
着
て
水
平
方
向
に
板
が
重
な

る
よ
う
な
頁
岩
の
岩
壁
に
沿
っ
て
斜
め

に
上
が
る
参
道
を
登
り
、
石
鳥
居
を
潜く
ぐ

る
と
い
よ
い
よ
沖
ノ
島
に
入
り
ま
す
。

江
戸
時
代
は
こ
の
付
近
に
正
三
位
社
が

あ
り
、
こ
こ
か
ら
が
神
域
と
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
浜
辺
か
ら
運
ん
だ
石
を

並
べ
て
造
ら
れ
た
階
段
を
登
る
と
木
の

鳥
居
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
先
は
、
い
よ

い
よ
沖
ノ
島
祭
祀
の
核
心
部
へ
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
以
下
次
号　
「
宗
像･

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

世
界
遺
産
推
進
会
議
専
門
家
会
議
委
託
研
究
員
）

吹
の
中
か
ら
田た

心ご
り

姫ひ
め

・
湍た
ぎ

津つ

姫ひ
め

・
市い
ち

杵き

嶋し
ま

姫ひ
め

の
三
女
神
が
誕
生
し
ま
す
。
天
照

大
神
は
三
女
神
に「
天
孫
を
助
け
奉
り
、

天
孫
の
祭
る
と
こ
ろ
と
為
せ
」
と
神
勅

を
下
さ
れ
、「
道み
ち

主ぬ
し
の

貴む
ち

」
と
名
づ
け
る

と
あ
り
ま
す
。
現
在
、
田
心
姫
は
沖
津

宮
、
湍
津
姫
は
中
津
宮
、
市
杵
嶋
姫
は

辺
津
宮
に
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●

　

江
戸
時
代
、
沖
津
宮
の
あ
る
宗
像
沖

ノ
島
へ
は
、
福
岡
黒
田
藩
の
防さ
き

人も
り

が
置

か
れ
、
鎖
国
政
策
の
一
端
を
担
い
ま
し

た
。
そ
の
際
、
島
で
見
聞
き
し
た
こ
と

は
一
切
口
外
し
な
い「
お
言
わ
ず
さ
ま
」

や
、
一
木
一
草
一
石
た
り
と
も
持
ち
出

し
て
は
な
ら
な
い
、
忌
言
葉
を
口
に
し

な
い
な
ど
、
厳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
島
に
入
る
に
あ
た
っ
て

は
、
浜
辺
の
小
屋
に
留
ま
り
七
日
間
裸

で
海
中
禊
ぎ
を
行
い
、
八
日
目
に
身
を

改
め
、
御
殿
・
正
し
ょ
う

三さ
ん

位み

社
等
に
御
膳
を

奉
り
参
詣
と
な
り
ま
し
た
。

●　

●　

●　

●

　

福
岡
城
主
と
な
っ
た
黒
田
長
政
（
勘

兵
衛
）
は
、
沖
ノ
島
の
話
を
聞
く
や
神

宝
を
見
た
い
と
強
く
望
み
ま
す
。
神
職

や
地
元
民
は
神
威
を
恐
れ
て
動
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
当
時
、
博
多
に
あ
っ
た

キ
リ
ス
ト
教
会
に
命
じ
、
金
の
機は
た

物も
の

な

ど
を
取
っ
て
来
さ
せ
ま
す
。
城
の
櫓や
ぐ
らに

保
管
し
て
居
た
と
こ
ろ
、
し
き
り
に
鳴

動
し
、
光
物
が
飛
ぶ
な
ど
が
起
こ
り
、

慌
て
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
元
へ
戻
す
よ

う
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
当
人
達
に
も

祟
り
が
あ
っ
た
と
見
え
拒
絶
さ
れ
ま

す
。
結
局
、神
職
が
渡
拝
し
谷
に
埋
め
、

子
孫
に
も
そ
の
場
所
は
教
え
な
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
様
々
な
形
で
島
内
の
映

像
が
公
に
さ
れ
、「
お
言
わ
ず
さ
ま
」

の
禁
は
解
け
た
よ
う
な
の
で
、
秘
儀
の

島
に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う
。

●　

●　

●　

●

　

初
め
て
宗
像
沖
ノ
島
に
渡
拝
し
た
の

は
平
成
８
年
の
正
式
参
拝
で
し
た
。
ま

ず
驚
い
た
の
は
波
止
場
の
風
景
で
す
。

猛
ス
ピ
ー
ド
で
波
間
を
滑
走
す
る
漁
船

に
掴つ
か

ま
り
な
が
ら
、
２
時
間
か
け
て
、

（
註
二
）
当
時
は
古
い
感
じ
の
す
る
社
務
所
で
し
た
が
、
平
成
22
年
に
渡
拝
し
た
折
は
、
現
代
的
な
環
境
で
参
籠
の
出
来
る
社
務
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。　
（
註
三
）
過
日
渡
拝
し
た
際
、
撤
去
を
確
認
し
ま
し
た
。

海中禊ぎの様子（平成８年撮影）
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伊い

勢せ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

は
、
三
重
県
伊
勢

市
に
鎮ち

ん

座ざ

し
て
い
ま
す
。
正
式
に

は
「
神
宮
」
と
い
い
、
親
し
み
を

込
め
て
「
お
伊
勢
さ
ん
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
神
宮
は
、
皇
室

の
祖
先
神
で
あ
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

を

お
ま
つ
り
す
る
皇こ

う

大た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

（
内な

い

宮く
う

）
と
、
そ
の
大
御
神
の
食
事
を

司
り
、
衣
食
住
を
は
じ
め
私
た
ち

の
産
業
す
べ
て
を
お
守
り
く
だ
さ

る
豊と

よ

受う
け

大お
お

御み

神か
み

を
お
ま
つ
り
し
て

い
る
豊と

よ

受う
け

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

（
外げ

宮く
う

）
を
中

心
に
、
別べ

つ

宮ぐ
う

・
摂せ

っ

社し
ゃ

・
末ま

っ

社し
ゃ

・
所し

ょ

管か
ん

社し
ゃ

を
含
め
百
二
十
五
の
お
宮
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　

神じ
ん

宮ぐ
う

大た
い

麻ま

は
、
伊
勢
神
宮
の
お

神
札
の
こ
と
で
、「
お
伊
勢
さ
ん
」

｢

お
祓は

ら

い
さ
ん
」
な
ど
と
も
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
。

　

お
神
札
に
は
、「
天
照
皇
大
神

宮
」
の
神
号
に
神し

ん

璽じ

が
押
さ
れ
、

毎
年
奉
製
さ
れ
、
氏
神
さ
ま
を
通

じ
て
各
家
庭
に
頒
布
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
神
宮
大
麻
●

（
御お

神ふ

札だ

の
ま
つ
り
方
）

　

三
社
造
り
の
場
合
は
、
中
央
に
神

宮
大
麻
、
向
か
っ
て
右
側
に
氏
神
様
、

左
側
に
他
の
神
社
の
御
神
札
を
お
ま

つ
り
し
ま
す
。

　

一
社
造
り
の
場
合
は
、
奥
よ
り
他

の
神
社
、
氏
神
様
、
一
番
表
に
神
宮

大
麻
を
お
ま
つ
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
御
神
札
の
前
に
は
幣
束
を

お
供
え
し
ま
す
。

（
神し

ん

饌せ
ん

）

　

神
饌
は
毎
朝
、
米
・
塩
・
水
を
三さ

ん

方ぼ
う

ま
た
は
折お

敷し
き

（
と
じ
め
を
手
前
に

向
け
る
）
に
の
せ
て
お
供
え
し
ま
す
。

　

毎
月
一
日
・
十
五
日
や
、
氏
神
様

の
祭
日
、
そ
の
他
一
家
の
記
念
す
べ

き
日
に
は
、
御
神
酒
・
野
菜
・
果
物

神
棚
の
ま
つ
り
方

（
神
棚
の
設
け
方
）

　

家
の
概
ね
中
心
で
、
明
る
く
清
ら

か
な
所
に
、
南
向
き
ま
た
は
東
向
き

で
、
高
い
位
置
で
尚
か
つ
家
族
み
ん

な
が
毎
日
拝
み
や
す
い
所
が
最
も
良

い
場
所
と
言
え
ま
す
が
、
そ
う
し
た

場
所
に
お
ま
つ
り
で
き
な
い
場
合
に

は
、
最
良
と
思
わ
れ
る
場
所
に
お
ま

つ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
た
に
神
棚
を
設
け
る
場

合
に
は
、
宮
形
を
据
え
、
神
職
に
お

祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら

神
棚
に
お
札
を
お
さ
め
ま
す
。

等
も
お
供
え
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
季
節
の
初
物
も
、
お
供
え

し
た
後
、お
さ
が
り
と
し
て
、家
族
一

同
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
お
参
り
の
仕
方
）

　

神
饌
を
お
供
え
し
て
、
神
社
に
お

参
り
す
る
と
き
と
同
じ
く
、
二
拝
二

拍
手
一
拝
に
て
お
参
り
し
ま
す
。

　

朝
・
夕
に
は
感
謝
を
こ
め
て
お
参

り
し
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、お
稲
荷
さ
ん
・
水
神
さ
ま
（
井

戸
）・
竈
神
さ
ま
（
勝
手
）・
厠
神
さ

ま
（
お
手
洗
い
）
等
に
も
幣
束
を
お

供
え
し
日
々
の
ご
加
護
を
祈
り
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
他
不
明
な
と
こ
ろ
は
地
元
の

氏
神
神
社
の
神
職
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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本
年
よ
り
施
行
さ
れ
た
国
民
の
祝
日
「
山
の
日　

八
月
十
一
日
」
を
前
に
、

八
月
六
日
㈯
日
光
二
荒
山
神
社
中
宮
祠
に
於
い
て
、
山
の
日
啓
発
・
国
旗
掲
揚

推
進
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
チ
ラ
シ
の
配
布
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

神じ
ん

宮ぐ
う

大た
い

麻ま

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

　

同
居
し
て
い
た
人
に
不
幸
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
喪
に
服
し
故
人
の
ま

つ
り
（
忌
）
に
専
念
す
る
た
め
神
棚

に
白
紙
を
貼
り
、
五
十
日
あ
る
い
は

四
十
九
日
ま
で
の
間
は
毎
日
の
お
ま

つ
り
は
ひ
か
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
四
十
九
日
あ
る
い
は

五
十
日
た
っ
た
ら
忌
み
明
け
と
し
て
、

た
だ
ち
に
白
紙
を
は
が
し
て
、
御
神

札
・
御
幣
束
を
お
ま
つ
り
し
、
普
段

通
り
の
お
ま
つ
り
を
斎
行
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
忌
の
期
間
が
正
月

を
は
さ
む
場
合
は
、
忌
が
明
け
て
か

ら
氏
神
さ
ま
か
ら
御
神
札
を
受
け
、

神
棚
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

五
十
日
祭
や
四
十
九
日
供
養
が
過

ぎ
て
も
お
ま
つ
り
し
な
い
ま
ま
、
一

年
中
神
棚
を
放
っ
て
お
く
こ
と
が
絶

対
に
な
い
よ
う
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

喪
中
の
時
の
正
し
い

　
神
棚
の
ま
つ
り
方

服ぶ
っ
き
（
ぶ
く
き
）

忌

と

は

お
正
月
は

　
ど
う
す
る
の
？

な
っ
た
方
と
の
血
縁
が
ど
う
で
あ
っ

た
か
に
よ
っ
て
、
変
わ
り
ま
す
。
地

域
の
習
慣
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
神
主
さ

ん
に
聞
い
て
下
さ
い
。

一
、
父
母
、
夫
、
妻
、
子
…
五
十
日

二
、
祖
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹

　
　

…
三
十
日

三
、
曾
祖
父
母
、
曾
孫
、

　
　
　
　

甥
姪
、
伯
叔
父
母
…
十
日

四
、
高
祖
父
母
、
玄
孫
、
兄
弟
姉
妹

　

の
孫
、
従
兄
弟
、
従
祖
父
母

　
　

…
三
日

五
、
配
偶
者
の
親
族
に
つ
い
て
は
一

　

項
ず
つ
繰
り
下
げ
た
日
数
に
よ
る
。

　

亡
く
な
っ
て
か
ら
五
十
日
以
上
を

経
過
し
て
い
る
場
合
等
は
、
通
常
通

り
門
松
、
し
め
飾
り
を
お
飾
り
し
て

下
さ
い
。

　

ま
た
、
新
年
の
新
し
い
お
札
を
お

受
け
下
さ
い
。

　
　
　

し
、
一
日
も
は
や
く
日
常
の
生
活
に

復
帰
出
来
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

尚
、
服
忌
及
び
服
忌
の
期
間
に
つ

い
て
次
に
記
し
て
お
き
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
服
」
と
は
喪
服
を
着
る
事
つ
ま

り
喪
に
服
す
る
事
、「
忌
」
は
人
の

死
を
畏
れ
忌
む
事
を
意
味
し
ま
す
。

ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
、
一
定
の

期
間
、
身
を
慎
み
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
を
「
服
忌
」「
忌
服
」

と
言
い
、
神
社
へ
の
参
加
、
お
祝
い

事
等
を
遠
慮
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

立
場
上
や
む
な
く
参
加
の
場
合
は
、

忌
明
け
の
お
祓
い
を
神
社
で
受
け
て

下
さ
い
。

　

そ
の
期
間
は
、
ご
自
身
と
、
亡
く
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平成 28年 12月、下野新聞に掲載されました。


